
経済産業大臣指定 伝統的工芸品

江戸木目込人形

塚田工房

東京スカイツリーと東洋大学・国際観光学部は「持続可能な社会づくり」の教育活動として、「～for our sustainable planet～ #サスプラ」
と冠した“サステナブル”体験学習プログラムを協働で企画しました。本プログラムは、専属ガイドによる解説と、工房の職人によるSDGsに
まつわるお話を聴きながら、ものづくりの街“すみだ”のサステナブルな取組みを体験・学習することができます。

屏風の歴史は古く、奈良時代から伝わる長い歴史があります。室町時代になると、私たちも見
慣れた「く」の字型の屏風が主流となり、風を防ぐという意味合いからなくてはならない調度品
として確立されました。また、絵を保存するためのものとしても使われました。これを応用して粋な
遊びの世界をつくりだしたのが江戸人です。
本プログラムではそんな江戸人の技術が学べる「ミニ屏風」を制作していただきます。　

電波塔や観光施設というイメージが強い東京スカイツリーです
が、実は研究拠点としての施設活用や環境保護に関する“サ
ステナブル”な取り組みを開業～現在に至るまで日々実践して
いる施設でもあります。体験の終盤では、あまり知られていない
スカイツリーに関する知識を専属ガイドがお伝えいたします。ま
た、企画に携わった東洋大学国際観光学部の学生も当日の
ガイドおよび体験サポーターとして活躍します。 ※授業等の都合に
より、大学生の参加は確約されたものではございませんので予めご了承ください。

現在たくさんの観光客で賑わう押上エリアは、古くは江戸の華
やかな文化を彩った「職人の街」として親しまれ、実は今も30
を超える工房が存在しています。究極のリサイクル時代とも称
される江戸時代のものづくりには「職人の技術」とともに多くの
「地球に優しい取り組み」が施され、脈 と々現代に受け継がれ
てきました。本体験では特別講師（職人）による生解説のもと、
日常生活では触れるとこのない伝統工芸の技術を体験してい
ただきます。

選べる体験プログラム

コース （ミニ屏風制作-片岡屏風店） コース （木目込み毬制作-塚田公房）

墨田区のサステナブルな取組み

#サスプラ

東京スカイツリー公式HP(学校団体予約)より、お申込みください。 https://www.tokyo-skytree.jp/ticket/group/school/

来場前日から起算して14日前から取消料を申し受けます。

全キャンセルについて

人数変更について

展望台入場予約
#サスプラ予約

来場15日前（18時）まで

無料
無料

来場14日前～当日

100%
300円／人

展望台入場予約
#サスプラ予約

来場15日前（18時）まで

無料
無料

来場14日前～当日

無料
300円／人

墨田区の伝統工芸・職人工房

※50名以上の場合は展望台見学と入れ替えで
　2回転となる可能性がございます。

衣裳のひだや布切れの境となる部分に溝を彫り込み、その溝に布を「きめこむ」ことから「木目
込み」と呼ばれてきました。私たちにも馴染み深い「ひな人形」を代表とする木目込み人形は、
約270年前に京都で発祥したと言われています。その後、江戸の発展と共に、京都から江戸に
移り住んだ人形師により、木目込人形は「江戸風」に発達し、現在では経済産業大臣指定の
伝統的工芸品の「江戸木目込人形」として認定されました。本プログラムでは、木目込み人形
の「きめこみ」を体験することができる「木目込み毬」を制作していただきます。

※50名以上の場合は展望台見学と入れ替えで
　2回転となる可能性がございます。

記念撮影の様子

クイズの様子

ガイドの様子企画に参加した有志学生たち体験の様子-木目込み毬

片岡屏風店様-ミニ屏風

塚田公房様-木目込み毬体験の様子-ミニ屏風 


